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●研究動向・成果

ＩＴＳスポットを活用した新しい

キャッシュレス決済「車利用型ＥＭＶ」
高度情報化研究センター

高度道路交通システム研究室　室長　金澤 文彦　研究官　元水 昭太　部外研究員　前田 武頼

（キーワード） EMV、共同研究、ITS  

１．はじめに

国総研では2006年3月に「次世代道路サービス提

供システムに関する研究」を行い、情報提供サー

ビス、情報接続サービス、決済サービスについて

開発、研究をおこなっている。本稿では、このう

ち決済サービスの概要について紹介する。

２．車利用型EMV決済について

現在，国総研では「車利用型ＥＭＶ決済」と称

する仕組みのキャッシュレス決済について，研究

開発を行っている。これは，汎用ＩＣクレジット

カードを挿入したＩＴＳスポット対応車載器（以

下、車載器）を車両に搭載することで，ＩＴＳス

ポットを介して決済装置等と通信して、車に乗り

ながらキャッシュレス決済を行うものである。な

お，「ＥＭＶ」とはＩＣクレジットカードの決済

に関する国際規格である。

システム構成は、図１のとおりである。駐車場

入口・出口ゲート部では、ＩＴＳスポットを介し

た通信により、車両や入出庫時刻を管理し、出口

側ではクレジットカードの精算処理を行う。

なお，本研究を行うにあたり，2009年11月より

「ＤＳＲＣ通信を活用した車利用型EMV決済に関

する共同研究」を国総研と民間５社により組織し，

各社がそれぞれの機器開発を行うとともに，機器

間のインタフェースの開発，実装を行い，実験に

臨んだ。

３．実証実験の実施

2010年10月から2011年2月にかけて、東京都千代

田区の日比谷駐車場において実証実験を行い、各

機器の動作確認を行った。

機器の動作は想定していたとおりであり，各機

器及びインタフェースが技術的に妥当であること

を確認した。

また，入口でのゲート通過はスムーズであり，

実運用上も問題ないレベルにあることを確認した。

一方、出口での決済処理時間は入口と比較して

かなりの時間を要しており，実際の導入に向けて

改善すべき課題として残された。

４．おわりに

車利用型ＥＭＶ決済は、駐車場待ちによる道路

上の渋滞緩和対策の一助になることが期待される。

また、昨今のドライバの高齢化及び身体障害者に

対する条件付運転免許の保有者数の増加を踏まえ

ると、駐車券の発券時や料金支払い時におけるバ

リアフリー対策の一助にもなるものと期待してい

る。

図１： システム構成図
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図２： 実験の様子とカーナビの操作画面
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バルクキャリアの大型化による輸送コスト

削減効果―国際バルク船戦略港湾施策の推進－

港湾研究部 港湾計画研究室長 赤倉 康寛

（キーワード） バルクキャリア、鉄鉱石、石炭、穀物、国際バルク戦略港湾

１．バルクキャリアの大型化

中国・インド等の旺盛な資源需要、2014年供用

開始予定のパナマ運河拡張等により、石炭・鉄鉱

石・穀物等を輸送するバルクキャリアの大型化が

急速に進展している。鉄鉱石輸送で30～40万トン、

火力発電等に用いる一般炭及び穀物輸送で9～12

万トンの超大型船が、今後大量に就航予定である。

一方、我が国港湾のバルク貨物対応施設の多く

は高度成長期に整備されており、既に水深等能力

の不足が生じている。例えば、我が国の一般炭取

扱バースの許容喫水と、石炭輸送船（PMX：

Panamax(7～8万t)、NPX：New Panamax(9～12万t)）

の満載喫水を比較したのが図１であるが、バース

水深の不足は明らかである。韓国や台湾では、さ

らに大型のCapesize(17～18万t)による一般炭輸

送が行われており、輸送効率の国際格差は非常に

大きくなってきている。

２．輸送コスト削減効果の把握・分析

今後就航が予定されている大型船を使用して輸

送した場合のコスト削減効果を定量化するため、

船の運航に関わる船費、燃料費、港費を踏まえて

輸送コストを算定する方法を構築した。この方法

により、石炭について、大型船使用の効果を算定

した結果が、図２である。図では、ケース0：単純

に大型化した場合、ケース1：一回の輸送量が増加

したために新たな野積場が必要となる場合、ケー

ス2：2港目のバース水深等が不足するため二次輸

送が必要となる場合の3ケースを算定しているが、

いずれの場合においても、現状（PMX）の輸送に対

し、船舶が大型化（NPX/CPS：Capesize）するに従

い、輸送コストが低減する結果となった。
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図１ 我が国一般炭バースと石炭輸送船の喫水
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図２ 石炭輸送船大型化のコスト算定結果例

３．成果の活用

国土交通省港湾局においては、「選択」と「集

中」により、バルク貨物を取り扱う港湾の国際競

争力を強化するため、国際バルク戦略港湾検討委

員会を設置して、検討が進められている。本研究

の成果は、委員会における議論のための検討資料

として活用された。
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